
ユ ー ス ホ ス テ ル ガ イ ド
長 野 県 ／ 岐 阜 県 ／ 愛 知 県 ／ 三 重 県 ／ 滋 賀 県

京 都 府 ／ 大 阪 府 ／ 兵 庫 県 ／ 奈 良 県

※ 掲 載 さ れ て い る 情 報 は  2 0 2 4 年  1 2 月  2 0 日 現 在 の も の で す 。

　 各 ユ ー ス ホ ス テ ル の 最 新 情 報 は 日 本 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会 H P を ご 確 認 く だ さ い 。

南 信 州 ぶ ら り 旅 、 避 暑 、 の ん び り と 休

養 し た い 人 等 に 向 い て い る ユ ー ス ホ ス

テ ル で す 。 南 ア ル プ ス が よ く 見 え 、 運

が 良 い と 絶 景 の 朝 焼 け や 雲 海 が 見 ら れ

ま す 。 畑 が あ り ま す の で 、 農 業 体 験 し

た い 方 、 歓 迎 い た し ま す 。

下 条 ラ ン ド ユ ー ス ホ ス テ ル

静 か で 緑 の 中 に あ り 、 広 大 な 景 色 が あ る だ け 。 一 人 旅 、 大 歓 迎 。

〒 3 9 9- 2 1 0 1 長 野 県 下 伊 那 郡 下 条 村 睦 沢 7 8 5 2- 9 8

夏 は 登 山 、 パ ラ グ ラ イ ダ ー 、 シ ャ ワ ー

ク ラ イ ミ ン グ 等 の ス ポ ー ツ を 楽 し め 、

冬 は ス キ ー 、 ス ノ ー ボ ー ド 、 ス ノ ー

シ ュ ー ハ イ キ ン グ が 充 実 し た 環 境 に あ

り ま す 。

白 馬 の 里 シ ェ ー ン ド ル フ ユ ー ス ホ ス テ ル

滑 る 、 歩 く 、 登 る 、 観 る 、 感 じ る 。 あ の 頃 の 自 分 に 帰 ろ う

〒 3 9 9- 9 4 2 2 長 野 県 北 安 曇 郡 小 谷 村 千 国 乙 1 2 8 4 0- 1

伸 び や か な 田 園 に 囲 ま れ 、 内 外 装 に 木 を ふ ん だ ん

に 使 っ た 建 物 は 、 グ レ ー を 基 調 色 に し た シ ッ ク な

雰 囲 気 で す 。 2 、3 、4 名 様 用 の 部 屋 が あ り 小 グ ル ー

プ は 個 室 利 用 と な り ま す 。 管 球 ア ン プ と タ ン ノ イ

で 奏 で る ク ラ シ ッ ク 音 楽 と 共 に 海 外 産 の ビ ー ル が

飲 め る 、 雰 囲 気 の い い バ ー を 併 設 。 グ ラ ン ド ピ ア

ノ も あ る の で 、 音 楽 合 宿 も で き ま す 。 ま た 、 屋 外

に バ ー べ キ ュ ー ガ ー デ ン も あ り ま す （ 有 料 ） 。 小 グ

ル ー プ で お 使 い く だ さ い 。

安 曇 野 パ ス ト ラ ル ユ ー ス ホ ス テ ル

北 ア ル プ ス と 美 ヶ 原 、 安 曇 野 を 見 渡 す 高 台 に 建 つ 好 展 望 の 宿

〒 3 9 9- 8 3 0 1 長 野 県 安 曇 野 市 穂 高 有 明 8 5 0 8

北 信 州 の 山 里 を 見 下 ろ す 絶 景 の ロ ケ ー シ ョ ン 。 信

越 ト レ イ ル や バ イ ク ツ ー リ ン グ の 基 地 に 、 冬 は 人

気 ス キ ー ブ ロ ガ ー の オ ー ナ ー 主 宰 「 木 島 平 コ ブ 滑

走 訓 練 所 」 が 大 人 気 。 館 内 に は Ｎ ゲ ー ジ 鉄 道 模 型

ジ オ ラ マ が 常 設 さ れ 、 昭 和 レ ト ロ な 箱 庭 風 景 に 思

わ ず 見 入 っ て し ま い ま す 。 併 設 の 中 村 屋 珈 琲 店 で

は 、 自 慢 の 濃 厚 ネ ル ド リ ッ プ 珈 琲 も 提 供 中 。 無 限

の フ ィ ー ル ド 「 み ゆ き 野 」 で 自 由 気 ま ま な 時 間 を お

過 ご し く だ さ い 。

浅 間 山 麓 、 標 高 1, 0 0 0 ｍ の 、 自 然 い っ

ぱ い の 一 軒 宿 で す 。 浅 間 山 や 八 ヶ 岳 な

ど の ト レ ッ キ ン グ 基 地 と し て 、 ま た 城

下 町 小 諸 を 中 心 と し た 城 巡 り や 宿 場 町

巡 り も 楽 し め ま す 。 各 種 ス ポ ー ツ の 準

高 地 ト レ ー ニ ン グ に も 適 し て い ま す 。

風 の 人 小 諸 ユ ー ス ホ ス テ ル

浅 間 の 風 が 「 お か え り な さ い 」

〒 3 8 4- 0 8 0 6 長 野 県 小 諸 市 塩 野 3 8 7 6- 4

高 社 山 麓 み ゆ き の 杜 ユ ー ス ホ ス テ ル

鉄 道 模 型 と 人 気 ス キ ー ブ ロ ガ ー 「 木 島 平 コ ブ 滑 走 訓 練 所 」 の 宿

〒 3 8 9- 2 3 0 3 長 野 県 下 高 井 郡 木 島 平 村 上 木 島 3 7 8 3- 1 2

ゴ ン ド ラ で 山 頂 エ リ ア へ 一 気 に 登 れ る

入 笠 山 。 花 の 百 名 山 に も 数 え ら れ る こ

の 山 は 、 季 節 ご と に 貴 重 な 花 と 景 色 を

楽 し め ま す 。 山 頂 か ら は 富 士 山 、 八 ヶ 岳 、

南 ・ 中 央 ・ 北 ア ル プ ス ま で 3 6 0 度 の 大 展

望 を 楽 し む こ と が で き ま す 。

真 田 幸 村 で 有 名 な 上 田 城 か ら 電 車 で 3 0 分 。 「 信 州

の 鎌 倉 」 と い わ れ 、 鎌 倉 時 代 の 寺 社 が 点 在 し て い

る 地 域 で す 。 特 に 温 泉 街 に あ る 八 角 三 重 塔 は 国 宝 。

戦 没 画 学 生 の 絵 を 集 め た 無 言 館 も 近 い で す 。

ウ ォ ー キ ン グ コ ー ス も 、 い ろ い ろ あ り ま す 。 温 泉

街 ま で は 歩 い て 1 0 分 ほ ど 。 2 0 0 円 の 共 同 浴 場 3 ヵ

所 あ り 、 湯 巡 り も 楽 し め ま す 。 一 番 近 い 大 型 温 泉

施 設 「 あ い そ め の 湯 」 は 5 0 0 円 で 休 憩 所 ・ 食 堂 付 き 。

一 日 の ん び り で き ま す 。

上 田 ま ほ ろ ば ユ ー ス ホ ス テ ル

小 さ な 家 庭 的 な 宿 、 駅 か ら 近 く 林 に 囲 ま れ た 閑 静 な 地

〒 3 8 6- 1 4 3 1 長 野 県 上 田 市 別 所 温 泉 4 0- 1

入 笠 山 湿 原 ユ ー ス ホ ス テ ル

ゴ ン ド ラ で 行 く 恋 人 の 聖 地 と 、 花 の 宝 庫 の 山 と 、 雲 海 の 幻 想 的 な 景 色

〒 3 9 9- 0 2 1 1 長 野 県 諏 訪 郡 富 士 見 町 富 士 見 7 8 7 0- 2

駒 ヶ 根 ユ ー ス ホ ス テ ル

駒 ケ 岳 山 麓! ア ウ ト ド ア な 気 分 で ダ ッ チ オ ー ブ ン

〒 3 9 9- 4 1 1 7 長 野 県 駒 ケ 根 市 赤 穂 2 5- 1

蓼 科 ク ラ イ ネ ユ ー ス ホ ス テ ル

八 ヶ 岳 山 麓 ・ ア ウ ト ド ア の 基 地 に 最 適 ＋ 手 作 り の 味 を お 楽 し み に!

〒 3 9 1- 0 3 0 1 長 野 県 茅 野 市 北 山 5 8 9 0
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木 曽 路 と 美 濃 路 の 中 間 に あ り 、 中 山 道 落 合 の 石 畳

ま で 徒 歩 1 0 分 、 馬 籠 ま で は 約 3 k m と 、 歴 史 好 き な

方 や 中 山 道 を の ん び り 旅 し た い 方 に は 最 適 で す 。

少 し 足 を 延 ば せ ば 富 士 見 台 や 付 知 峡 、 ふ れ あ い 牧

場 な ど も あ り 、 一 人 旅 か ら ご 家 族 ま で 楽 し め ま す 。

ユ ー ス ホ ス テ ル は 恵 那 山 を 望 む 南 斜 面 に 建 ち 、 夕

陽 や 夜 景 も と て も き れ い で す 。 木 造 の 建 物 は ど こ

か 懐 か し さ を 感 じ る つ く り に な っ て い ま す 。 美 し

い 景 色 と お い し い 食 事 で お く つ ろ ぎ く だ さ い 。

木 曽 路 ふ る さ と ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 5 0 8- 0 0 0 6 岐 阜 県 中 津 川 市 落 合 1 9 2 1

恵 那 山 の 展 望 と 中 山 道 の 旅 が 楽 し め ま す

8 室 あ る 寝 室 は 全 室 和 室 。 ロ ン グ サ イ

ズ の 布 団 で 長 身 の 方 も 快 適 に お 休 み い

た だ け ま す 。 ド イ ツ 風 の 食 堂 で の 食 事

は ボ リ ュ ー ム 満 点 ！ 食 後 は 紙 切 り 芸 や

寄 席 文 字 の 実 演 も 。 野 球 、 テ ニ ス 、 サ ッ

カ ー 等 の ス ポ ー ツ 合 宿 も 歓 迎 ‼

南 飛 騨 赤 か ぶ ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 5 0 9- 2 5 1 8 岐 阜 県 岐 阜 県 下 呂 市 萩 原 町 上 呂 2 1 4 1

明 治 2 年 の 飛 騨 古 民 家 を 移 築 改 造 。 外 国 人 に も 好 評 ‼

飛 騨 古 川 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 5 0 9- 4 2 7 2 岐 阜 県 飛 騨 市 古 川 町 信 包 1 8 0 森 林 公 園 前

テ レ マ ー カ ー の 集 ま る 宿 ！ 大 人 気 「 ガ ッ タ ン ゴ ー 」 へ の 拠 点 ！

志 摩 ス ペ イ ン 村 へ 車 で 5 分 。 伊 勢 神 宮

や 鳥 羽 水 族 館 へ は 2 5 分 、 伊 勢 志 摩 観 光

の 拠 点 で す 。 新 鮮 な 海 の 幸 の 舟 盛 り プ

ラ ン や 無 料 の B B Q コ ー ナ ー も 好 評 。 グ

ル ー プ ・ 家 族 旅 行 、 サ ー ク ル 活 動 、 ゼ

ミ 旅 行 な ど 、 使 い 方 は あ な た 次 第 。

伊 勢 志 摩 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 5 1 7- 0 2 1 3 三 重 県 志 摩 市 磯 部 町 穴 川 1 2 1 9- 8 2

海 と 緑 と 太 陽 が ま ぶ し い ！ 乗 用 ミ ニ 鉄 道 の 走 る 宿

国 宝 ・ 犬 山 城 を は じ め 、 博 物 館 明 治 村 、 リ ト ル ワ ー

ル ド 、 モ ン キ ー パ ー ク な ど 周 辺 に は 見 ど こ ろ が た

く さ ん 。 そ ば を 流 れ る 木 曽 川 で は 鵜 飼 見 学 や ラ フ

テ ィ ン グ も 体 験 で き ま す 。 緑 に 包 ま れ た 静 か な 環

境 で 、 ス ポ ー ツ ・ 音 楽 合 宿 、 企 業 研 修 等 に も 最 適 。 周

辺 の 運 動 場 な ど へ も 、 マ イ ク ロ バ ス で 送 迎 可 能 で

す( 要 問 い 合 わ せ) 。 一 人 旅 、 ご 家 族 、 外 国 人 、 団 体 と

誰 で も ウ ェ ル カ ム 。 あ ら ゆ る ニ ー ズ に （ で き る だ

け ） 応 え る ハ イ ブ リ ッ ド な ユ ー ス ホ ス テ ル で す 。

犬 山 国 際 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 4 8 4- 0 0 9 1 愛 知 県 犬 山 市 継 鹿 尾 字 氷 室 1 6 2- 1

全 室 が ト イ レ 付 個 室 の ホ テ ル タ イ プ の ユ ー ス ホ ス テ ル 。 名 古 屋 か ら 4 0 分

明 治 4 2 年 築 の 元 ・ 勧 業 会 館 （ 登 録 有 形

文 化 財 ） に お 泊 り い た だ け ま す 。 夕 食 に

は 特 別 メ ニ ュ ー の 近 江 牛 の ス テ ー キ を 。

近 江 八 幡 ユ ー ス ホ ス テ ル

里 山 ・ 水 郷 地 帯 に 佇 む 明 治 の 館

〒 5 2 3- 0 8 0 5 滋 賀 県 近 江 八 幡 市 円 山 町 6 1 0

希 望 が 丘 文 化 公 園 に 隣 接 し 、 京 都 や 大 阪 な ど 関 西

圏 か ら の ア ク セ ス も 良 好 で 、 さ ま ざ ま な ス ポ ー ツ

合 宿 の ご 利 用 に 最 適 。 マ イ ク ロ バ ス で の 送 迎 も 可

能 で す 。 施 設 内 に は 多 目 的 に ご 利 用 い た だ け る 研

修 室 ・ 会 議 室 を 備 え て お り 、 企 業 研 修 や 勉 強 合 宿 、

ゼ ミ 合 宿 な ど の ご 利 用 に も 対 応 し て い ま す 。 温 か

い お 食 事 と 2 4 時 間 ご 利 用 可 能 な 大 浴 場 で 、 皆 さ

ま の 合 宿 や 研 修 を サ ポ ー ト し ま す 。 雨 天 対 応 の

バ ー ベ キ ュ ー 場 も 大 好 評 。

近 江 希 望 が 丘 ユ ー ス ホ ス テ ル

運 動 合 宿 と 宿 泊 研 修 な ど 団 体 利 用 に 最 適 で す

〒 5 2 0- 2 3 2 1 滋 賀 県 野 洲 市 北 桜 9 7 8 文 化 公 園 前

京 都 市 内 な が ら 自 然 豊 か な 立 地 で 、 無

料 駐 車 場 も あ り 、 家 族 利 用 に も 最 適 。

週 末 の 夜 に は 焚 火 イ ベ ン ト も 開 催 。 市

内 観 光 は も と よ り 、 京 都 ト レ イ ル な ど

山 歩 き の 拠 点 や 京 都 市 北 西 域 の 新 し い

京 都 を 発 見 す る 旅 に ぜ ひ ご 活 用 く だ さ

い 。

京 都 市 宇 多 野 ユ ー ス ホ ス テ ル

金 閣 寺 ・ 嵐 山 エ リ ア に 近 く 、 京 都 旅 の 拠 点 に オ ス ス メ で す

〒 6 1 6- 8 1 9 1 京 都 府 京 都 市 右 京 区 太 秦 中 山 町 2 9

ユ ー ス ホ ス テ ル 和 邇 浜 青 年 会 館

目 の 前 は 琵 琶 湖 ！ 釣 り ・ ビ ワ イ チ ・ B B Q に 最 適 ！ ジ ャ ズ 喫 茶 併 設 ！

〒 5 2 0- 0 5 2 3 滋 賀 県 大 津 市 和 邇 南 浜 4 0 3

一 人 旅 ・ 家 族 ・ グ ル ー プ ・ 団 体 と 幅 広 く ご 利 用 い た

だ け る 宿 泊 施 設 で す 。 元 伊 勢 神 宮 眞 名 井 神 社 の 真

隣 。 自 然 に 囲 ま れ 、 ゆ っ た り と し た 時 を 過 ご し た

い 方 に も オ ス ス メ 。 京 都 丹 後 鉄 道 天 橋 立 駅 下 車 、

フ ェ リ ー 1 2 分 一 の 宮 下 船 。 丹 海 バ ス 伊 根 方 面 行

2 5 分 、 元 伊 勢 籠 神 社 下 車 、 徒 歩 1 0 分 。 天 橋 立 駅

よ り 松 並 木 を 徒 歩 1 時 間 半 。 ご 宿 泊 、 ご 予 約 を 心

よ り お 待 ち し て お り ま す 。

天 橋 立 ユ ー ス ホ ス テ ル

股 の ぞ き で 有 名 な 傘 松 公 園 の 麓 に あ り 、 丹 後 半 島 周 遊 の 拠 点 で す

〒 6 2 9- 2 2 3 2 京 都 府 宮 津 市 中 野 9 0 5
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大 阪 駅 か ら 阪 急 宝 塚 線 川 西 能 勢 口 乗 換

え 、 能 勢 電 山 下 駅 か ら バ ス 山 辺 口 下 車

で 約  1 時 間 3 0 分 、 さ ら に 徒 歩 3 0 分 。

大 阪 な の に 自 然 が い っ ぱ い の 能 勢 町 。

ハ イ キ ン グ や 合 宿 に ご 利 用 く だ さ い 。

車 で は 大 阪 ・ 京 都 ・ 神 戸 ま で 1 時 間 で す 。

ユ ー ス ホ ス テ ル 玉 泉 寺

自 然 が い っ ぱ い 大 阪 の 「 て っ ぺ ん 」 能 勢

〒 5 6 3- 0 3 7 2 大 阪 府 豊 能 郡 能 勢 町 山 辺 1 4 3 8

大 阪 を 代 表 す る 長 居 公 園 内 に あ り 、 建 物 が 2 0 0 2

年 日 韓 ワ ー ル ド カ ッ プ の 会 場 に も な っ た ヤ ン マ ー

ス タ ジ ア ム と 一 体 化 し た 珍 し い ユ ー ス ホ ス テ ル で

す 。 近 隣 に は 、 セ レ ッ ソ 大 阪 の ホ ー ム で も あ る ヨ

ド コ ウ 桜 ス タ ジ ア ム 、 広 大 な 敷 地 の 植 物 園 や 恐 竜

の 標 本 も あ る 自 然 史 博 物 館 が あ り 、 来 場 者 を 飽 き

さ せ ま せ ん 。 交 通 の 便 も 良 く 、 関 西 の 観 光 地 へ 移

動 し や す い 立 地 に あ り ま す 。 各 種 団 体 合 宿 に も 最

適 で す 。

大 阪 市 立 長 居 ユ ー ス ホ ス テ ル

日 本 で 唯 一 「 ヤ ン マ ー ス タ ジ ア ム 長 居 」 内 部 に あ る ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 5 4 6 - 0 0 3 4 大 阪 府 大 阪 市 東 住 吉 区 長 居 公 園 1- 1 ヤ ン マ ー ス タ ジ ア ム 長 居 内 3 階

ク ラ ブ 活 動 、 企 業 研 修 な ど の ご 利 用 歓

迎 で す 。 宿 泊 予 約 は 前 々 日 ま で に 必 ず

お 願 い い た し ま す 。 食 べ 物 、 飲 み 物 の

持 ち 込 み 可 能 で す 。 宴 会 メ ニ ュ ー な ど

も あ り ま す 。

河 内 長 野 ユ ー ス ホ ス テ ル

合 宿 や 研 修 に 最 適 な 宿 で す

〒 5 8 6- 0 0 8 6 大 阪 府 河 内 長 野 市 天 野 町 1 3 0 5- 2

美 山 ハ イ マ ー ト ユ ー ス ホ ス テ ル

春 夏 秋 冬 、 自 然 の 恵 み を 受 け た 茅 葺 き の 宿

〒 6 0 1- 0 7 7 5 京 都 府 南 丹 市 美 山 町 小 渕 中 才 5 7

広 々 と し た 浜 寺 公 園 の 中 に あ る 、 日 本 有 数 の 大 型

ユ ー ス ホ ス テ ル で す 。 体 育 館 や 会 議 室 を 利 用 し た

合 宿 や 研 修 に 最 適 で す ！ 開 放 的 な 大 浴 場 や 、 シ ェ

フ の 作 る お い し い 食 事 を ぜ ひ お 楽 し み く だ さ い ！

公 園 は 家 族 連 れ な ど で に ぎ わ い 、 子 ど も 汽 車 や

ゴ ー カ ー ト な ど 、 フ ァ ミ リ ー で 楽 し め る 場 所 が た

く さ ん 。 ユ ー ス ホ ス テ ル に は 、 手 軽 に ア ウ ト ド ア

を 始 め た い 方 に 最 適 な バ ー ベ キ ュ ー 場 も ご ざ い ま

す ★

大 阪 国 際 ユ ー ス ホ ス テ ル

フ ァ ミ リ ー か ら 団 体 ま で 、 幅 広 い 層 に ご 利 用 い た だ い て お り ま す ！

〒 5 9 2- 0 0 0 2 大 阪 府 高 石 市 羽 衣 公 園 丁

【 2 0 2 5 年  4 月 よ り 再 開 予 定 】

ア ク セ ス は 難 波 駅 発 南 海 本 線 泉 佐 野 駅

下 車 、 関 空 方 面 線 路 沿 い に 8 0 0 m （ 徒 歩

1 0 分 ） で す 。 深 夜 到 着 や 早 朝 出 発 の 航

空 便 を ご 利 用 の 方 に は 便 利 で す 。 コ ン

パ ク ト で ア ッ ト ホ ー ム な 宿 で 旅 の 疲 れ

を 癒 し 、 英 気 を 養 っ て く だ さ い 。

関 空 オ レ ン ジ ハ ウ ス ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 5 9 8- 0 0 1 6 大 阪 府 泉 佐 野 市 高 松 西 1 丁 目 2 7 5 0- 1

関 西 国 際 空 港 に 一 番 近 い ユ ー ス ホ ス テ ル ！

近 鉄 奈 良 駅 か ら 北 へ 2 k m 、 J R 奈 良 駅 か ら 北 東 へ

3 k m 。 奈 良 市 鴻 ノ 池 運 動 公 園 内 に 位 置 し 、 緑 豊 か

な 環 境 に あ り ま す 。 陸 上 競 技 場 、 体 育 館 、 野 球 場

を 利 用 し た ス ポ ー ツ 合 宿 や 、 遠 征 試 合 な ど に 最 適 。

ま た 、 大 ホ ー ル 、 研 修 室 を 使 っ て の 合 唱 、 吹 奏 楽 、

勉 強 合 宿 に も 向 い て い ま す 。 食 事 も 各 団 体 様 に 合

わ せ て 時 間 、 内 容 （ ボ リ ュ ー ム 重 視 な ど ） と も 考 慮

い た し ま す 。 ※ マ イ ク ロ バ ス 導 入 い た し ま し た ！ 奈  良

駅 ・ 奈 良 公 園 へ の 送 迎 も 承 っ て い ま す 。 お 気 軽 に

ご 相  談 く だ さ い 。

奈 良 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 6 3 0- 8 1 0 8 奈 良 県 奈 良 市 法 蓮 佐 保 山 4- 3- 2

修 学 旅 行 ・ ス ポ ー ツ 合 宿 ・ 企 業 研 修 に ！ 全 館 貸 切 も 可 能 な ホ ス テ ル で す

J R 新 大 阪 駅 東 口 か ら 徒 歩 5 分 、 地 下 鉄 御 堂 筋 線 か

ら 8 分 と 便 利 。 U S J を は じ め 大 阪 各 地 は も と よ り 、

京 都 ・ 神 戸 ・ 奈 良 へ の ア ク セ ス に 優 れ て い ま す 。

利 用 者 の 国 籍 は 多 彩 で 思 わ ぬ 出 会 い や 国 際 交 流 に

花 が 咲 く か も 。 研 修 室 ・ 会 議 室 ・ 音 楽 研 修 室 ・ 2 3 0

名 収 容 の 小 ホ ー ル 等 有 。 合 宿 や 遠 征 の 宿 と し て も

ご 利 用 く だ さ い 。

新 大 阪 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 5 3 3- 0 0 3 3 大 阪 府 大 阪 市 東 淀 川 区 東 中 島 1- 1 3- 1 3 コ コ プ ラ ザ 1 0 階

W e a r e P e r f o r m e r  音 楽 ・ ダ ン ス ・ 演 劇 の 練 習 ・ 合 宿 ・ 発 表 に 最 適

ホ タ ル イ カ ・ 松 葉 ガ ニ 水 揚 げ 日 本 一 。 変 化 に 富 ん

だ 山 陰 海 岸 を 望 む 海 水 浴 場 ま で 徒 歩 1 分 。 J R 諸 寄

駅 も す ぐ そ ば で 、 鉄 道 を 使 っ た 旅 の 中 継 地 に も 最

適 で す 。 ユ ー ス ホ ス テ ル の 自 慢 は 食 事 。 カ ニ ソ ム

リ エ で も あ る 女 将 が 手 塩 に か け て 調 理 し た 日 本 海

の 幸 を 、 た っ ぷ り か つ リ ー ズ ナ ブ ル に 味 わ う こ と

が で き ま す 。

ユ ー ス ホ ス テ ル 諸 寄 荘

〒 6 6 9- 6 7 5 3 兵 庫 県 美 方 郡 新 温 泉 町 諸 寄 4 6 1

夕 陽 色 に 心 暖 ま る 宿

自 然 豊 か な 谷 あ い に 白 鳳 の 時 代 、 役 小

角 に よ っ て 開 か れ た お 寺 で す 。 水 音 響

く 静 寂 に 包 ま れ 、 心 を 癒 し て く だ さ い 。

ご 希 望 の 方 は 座 禅 や 写 経 も 体 験 で き ま

す 。

千 光 寺 ユ ー ス ホ ス テ ル

〒 6 3 6- 0 9 4 5 奈 良 県 生 駒 郡 平 群 町 鳴 川 1 8 8

1 3 0 0 年 の 歴 史 と 緑 と 静 け さ の 中 で …

2 22 2
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新 潟

長 野

富 山

石 川

福 井

山 梨

愛 知

三 重

静 岡

岐 阜

滋 賀

奈 良

和 歌 山

大 阪

兵 庫

京 都

香 川

… H o st elli n g M a g a zi n e v ol. 3 8 ( 9 月 2 0 日 発 行) で ご 紹 介 し て い ま す 。

関  空  オ レ ン ジ ハ ウ ス
ユ ー ス ホ ス テ ル

千 光 寺
ユ ー ス ホ ス テ ル

奈 良
ユ ー ス ホ ス テ ル

ユ ー ス ホ ス テ ル
諸 寄 荘

新 大 阪 ユ ー ス ホ ス テ ル

大 阪 国 際
ユ ー ス ホ ス テ ル

河 内 長 野 ユ ー ス ホ ス テ ル

大 阪 市 立 長 居 ユ ー ス ホ ス テ ル

ユ ー ス ホ ス テ ル 玉 泉 寺

美  山 ハ イ マ ー ト
ユ ー ス ホ ス テ ル

天 橋 立 ユ ー ス ホ ス テ ル

京 都 市 宇 多 野
ユ ー ス ホ ス テ ル

ユ ー ス ホ ス テ ル
和 邇 浜 青 年 会 館

近 江 希 望 が 丘
ユ ー ス ホ ス テ ル

近 江 八 幡
ユ ー ス ホ ス テ ル

伊 勢 志 摩 ユ ー ス ホ ス テ ル

犬 山 国 際
ユ ー ス ホ ス テ ル

南 飛 騨 赤 か ぶ
ユ ー ス ホ ス テ ル

木  曽  路  ふ る さ と
ユ ー ス ホ ス テ ル

飛 騨 古 川 ユ ー ス ホ ス テ ル

入 笠 山 湿 原
ユ ー ス ホ ス テ ル

高 社 山 麓 み ゆ き の 杜
ユ ー ス ホ ス テ ル

白 馬 の 里 シ ェ ー ン ド ル フ
ユ ー ス ホ ス テ ル

蓼  科 ク ラ イ ネ
ユ ー ス ホ ス テ ル

下  条 ラ ン ド
ユ ー ス ホ ス テ ル

上 田 ま ほ ろ ば
ユ ー ス ホ ス テ ル 風 の 人 小 諸

ユ ー ス ホ ス テ ル

安 曇 野 パ ス ト ラ ル
ユ ー ス ホ ス テ ル

駒 ヶ 根
ユ ー ス ホ ス テ ル



こ ど も は お と な に 。

お と な は こ ど も に 、

な れ る 場 所 。

日 本 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会 は 日 本 国 内 に ユ ー ス ホ ス テ ル を 設 置 ・ 運 営 す る と

共 に 、 国 際 ユ ー ス ホ ス テ ル 連 盟 （ H o s t elli n g I n t e r n a ti o n al ） や 各 国 の ユ ー ス

ホ ス テ ル 協 会 と 協 調 し 、 知 見 を 広 め る 「 旅 」 を 促 進 す る 活 動 を 行 っ て い ま す 。

v ol. 3 9

C o v er I nt er vi e w

コ ウ ケ ン テ ツ
世 界 中 の 食 卓 を

旅 し た 先 に あ っ た も の

H o st elli n g M a g a zi n e
×  地 球 の 歩 き 方

遺 跡 を 回 り 歴 史 を 学 ぶ

エ ジ プ ト 古 代 へ の 旅 　

H o st elli n g M a g a zi n e v ol. 3 9

ま と め て ダ ウ ン ロ ー ド

松 鳥 む う の

晴 れ と き ど き 旅 び よ り

鉄 道 写 真 家 櫻 井 寛

「 列 車 で 行 こ う ！ 」  　

P. 0 2 P. 0 8

P. 1 2 P. 1 6

P. 1 8

Y H- G UI D E  
ユ ー ス ホ ス テ ル ガ イ ド

長 野 県 / 岐 阜 県 / 愛 知 県

三 重 県 / 滋 賀 県 / 京 都 府

大 阪 府 / 兵 庫 県 / 奈 良 県

P. 2 0

※ 本 誌 の 情 報 は  2 0 2 4 年 1 2 月 2 0 日 現 在 の も の で す 。 変 更 に な る 場 合 が あ り ま す の で 、 お 出 か け の 前 に 現 地 に お 確 か め く だ さ い 。

発 行 所 一 般 財 団 法 人 日 本 ユ ー ス ホ ス テ ル 協 会 　 編 集 ・ 発 行 人 寺 島 眞

T E L. （ 0 3 ）5 7 3 8- 0 5 4 6 　 〒 1 5 1- 0 0 5 2 東 京 都 渋 谷 区 代 々 木 神 園 町 3- 1 国 立 オ リ ン ピ ッ ク 記 念 青 少 年 総 合 セ ン タ ー 内

※ 本 誌 掲 載 記 事 の 無 断 転 載 を 禁 じ ま す 。

Y o ut h H o st el Pi c k u p

南 飛 騨
赤 か ぶ ユ ー ス ホ ス テ ル
ま じ め に 、 が ん こ に 、4 0 年

何 度 も 訪 れ た く な る 飛 騨 古 民 家 の 宿 　

http://www.jyh.or.jp/hm/download.cgi?name=39&type=pdf
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